
「地域の酪農を総合的に考える ー畑作酪農地域:鹿追町についてー」く2006年度E知也研究会ミニシンポジウム>

JAの取り組みと考え

中 野松雄(鹿追町農業協同組合常務)
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1.農協の基本的な理念

農協の基本的な理念や考え方は、"真に組合のた

めになる事業を展開し、それを素直に農協が取り

組むぺということです。鹿追町農協はそれを忠実

に実証していきたいと思っていますし、現在もや

っているつもりでおります。ですから、組合員が

それを必要としない場合はそれを縮小しなければ

ならないし、組合員が何を求めて何を必要とする

のか?、それに農協が答える、ということを基本

にやっていかなければならないと考えていますJ'

f邸裁を守る"という考え方では本来的な方向を見

失ってしまうことがあります。組合員が結集でき

る農協として、やはり組合員の考え方や意見・経

営をきちんと理解した上で、どうしていかなけれ

ばならないか?ということを、職員、役員を含め

て理解を深めていくことが重要だと思っておりま

す。また、理解するだけではなく、実際の事業に

おいても販売・購買など他に負けない価格で物を

買える売れる力量を農協が持っていなければなり

ません。さらに次のステップとして、営農に対す

る支援のシステムやコンサルテイングの機能を保

有していくことが、農協として生き残っていく道

ではないか?、というように考えています。また、

合併のことが農協関係ではどうしても話題に出て

きますが、単純に何の理由もなく合併だけが一人

歩きをするのでは決していけないと思っておりま
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す。それぞれの組合の理念に沿って必要で、あれば

合併する必要がありますが、事業ごとに同等の連

携がとれるなら、そういう形をとれば良いですし、

必ずしも合併でなければ事業の効率が上げられな

い、ということでは決してないと思います。どち

らかといえば、農協の範囲が大規模化すると、組

合員の声や考え方が聞き入れられなくなり、組織

優先の運営となってしまう、そういう問題が起き

ているのかなと危倶をしております。

2. 酪農経営状況の推移

鹿追農協の事業方向の進め方は、まず5ヵ年の

農業振興計画を立て、さらに毎年各年の事業計画

を立てて進めております。その結果として酪農の

場合は、単純に過去5年の数字では、収入は平成

17年までは毎年増えて、それに合わせて費用も増

加していました。所得はどうかというと収入が増

えた分くらいは増加していますが、所得率として

は決して高くなってきているわけではありません。

もう Iつ状況として、今までは生産すれば消費し

てもらえたし、価格もほどほど安定もしくは値下

がり幅の小さい中で、規模拡大なり生産量を増や
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すことで経営は成り立ってきました。しかし、こ

こにきて牛乳だけではなく他の農畜産物を含めて、

国内の人口の減少もしくは人口の伸びが停滞して

少子化・高齢化が進む中で、今後は生産をどんど

ん伸ばしてもそれが消費されていくという状況に

はなっておりません。現在も品目横断の対策が取

られておりますが、基本的に国の政策農政の中で

は、生産量については自給率が低いのにも関わら

ず、海外との農産物の価格差の部分を補填する部

分の枠がおのずと決められて、その範障でしか今

の日本の農業の実力としての生産枠を持たせても

らえない、そういう状況かと考えております。そ

生産を伸ばすためにコントラ事業ですと

貫事業といった支援事業に取り組んでき

今後のことを考えると変える時期にき

かなと思っております。
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ういった中で今後どうしていくか?。鹿追の I頭

あたりの乳量も毎年伸び、てきているのですが、こ l 農作業受委託実績

の先は生産量が伸ばせないので、今までの流れか

ら基本的に変えていかなければならないと思って

います。
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3.作業受委託の状況

コントラ事業は始めて10年以上になりますが、

l番草・ 2番草・ 3番草とコーンの収穫面積は

5，000haを超えており、 l番草とコーンだけでも

2，800haくらいになり、鹿追町全体の飼料作物面

積の半分近くに対応しています。このことによっ

て、生産量を伸ばしたり労働が軽減されて恩恵を

受けた方もいますし、逆に生産量が伸びない中で

コントラを利用したため自分で使える金は以前よ

り減った人もいたことと思います。今まではいろ
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一数と経営面積

推移に関しては、近年の経済状況が

につれて、農家をやめる方は少なくなっ

向でありますが、今年の状況等を考えて

のサイクルではきびしい状況になるのか

しています。酪農家の I戸あたりの作付

えていますが、戸数が減った分残った人

を増やしているということです。離農戸

い年には I戸あたりの面積の拡大も少な

酪農専業農家の作付面積
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5.交換耕作の状況

交換耕作の最近の流れとしては、酪農畑作含め

て560haくらいで、あわせて80戸くらいの方が交

換を行っています。少ない時期もあったのですが、

近年では多少なりとも上昇しているという状況に

なっております。

交換耕作の実績

6.今後の経曽の展望~売上の追求よりも経費を

削減

今後はどうするべきなのか?ということです

が、グラフでみると鹿追町の酪農家の所得は頭数

が多い方が結果としては儲かっています。それ以

外にこのグラフから読み取らなければならないこ

とは、同じ80頭でも所得が500万円の人もいれば

2，000万円の人もいて、同じ80頭でも所得に1，500

万円の差があるということです。どこを見ても

1，000万円からし 500万円、場合によっては2，000

万円の聞きがあり、良い人と悪い人がいるという

実態があります。これは何を示しているのかとい

うと、同じ頭数を飼っても搾る乳量もしくは使っ

ているお金が違うということなのですが、これだ

けの所得の差があってもなかなか実感として個々

の経営の中でそれを理解し改善点を見いだすのは

難しいのです。これからは生産量を伸ばせられな

いので、やはり一番重点にしていかなければなら

ないのは、コストをどうやって落としていくか?

ということになると思います。
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飼養頭数と所得の関係

干場先生(酪農学園大学)にはゼミの学生の皆

さんにもお世話になって、鹿追で 5，6年前から

窒素負荷やエネルギー負荷の内容を調べて頂いて

ます。もうーカ所調べている浜中町(道東の草地

酪農)と比べると、やはり所得は鹿追の方が頭数

が多い分高いのですが、所得率は浜中より低いの

です。投資額も高くて使っている費用も多いとい

う状況になっています。そんな中で浜中でも鹿追

でも同じ傾向になっていたのは、同じ頭数規模で

は、窒素負荷なりエネルギー負荷が高い(環境負

荷が高い)経営ほど所得額は少なく、所得率が低

いという状態であったことです。労働の負荷はど

のくらいか、労働時間はどうかなど解析できてい

ない部分があるので、全てをそのことだけで整理

できるわけではありません。しかし、浜中の農業

にも学ぶところがあり、それはマネをするという

ことではなしいかにコストを落としていくか、

それを見いだすために勉強することがあるのでは

ないかと思います。特に酪農の場合は費用の50%

は飼料費ですから、それをいかに落としていくの

か?、それがなかなか鹿追では難しいことなので

す。そういう中で、放牧の取り組みをやっていく

ことが大事かなと考えています。放牧については

生産者をはじめ職員の中でも、すぐやろう、どん

どんやろうという意識にはなっていませんが、た

だ、今の環境問題や社会の状況等を考えていった
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ときには、これからはどうしても放牧は酪農の中 しています。濃厚飼料など農協で、取り扱っている

で、取り組んで、いただかないとならない課題かなと 部分にづいてはすべて解析で、きます口鹿追でこれ

思っております。 がで、きる一番大きな理由は、販売購買を含めて農

協の利用率が90%以上であるためです。

7. コストを下げる経営診断の取り組み 個別のデータを経営形態によって 5"-'6パタ

経営の実態や費用が l頭あたりいくらかかっ ーンく可いのモデ、ル、とりわけ鹿追の中で特に良

ているか?、そういうことがわかるシステムであ い上位当人くらいの数字を集めてデ、ータをつくり、

り、個々が利用して自分の経営分析をした上で、 それを目標として自分のどこに問題があるかをチ

しユかにコストを落としていくか、そういう取り組 エツク寸きるような内容にしてあります。

みをして頂くための診断システムを現在つくって 最終的に I頭あたりのコストが幾らなのかが

います。今のところ50戸ぐらいの利用ですが、拡 出てき寸、例えば生乳 1kgあたりの目標は56円で

大しながら具体的なコストの低減を進めていかな

ければならないと思っております。例えば牧草地

の肥料は何をいくら使っていて、反あたり何キロ

入っているのか、面積あたり何円かかっているの

か、ということが実数量ですべて出てくるように
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経営診断システム~牛乳 1kgあたりの生産原価

すけど、|あなたは58円ですからかなり良いところ

にいる、|そういったことがわかるようになってい

ます。司のように一人一人のコストがわかり、ど

こが標準と比べて悪いのか?ということもわかり

ます。例えば肥料量が多いという診断なら、前に

戻って Hんな肥料を何kg使っているのかをチェ

ックで寄るシステムになっております。畑作も含

めて収穫実績の品質等も取り入れるような形で取

り進め可いきます。

今までlはいかに生産を上げるか・伸ばしていく

かという|ことを重点にしてきましたが、今後はコ

ストをいかに落とすかが大事であり、そういう意

識が過調5年間、生産者も農協職員にも役職員に

も少し引っ増えてきておりますし、こういう状況

の中で取り組みをしていかなければならないと思

っておりほす。さらに、鹿追農協では今まで生乳

とか畑作ト4品など政府勧奨作物を中心にしていた

ため、ど卜うしても販売が系統におまかせ、 という

パターンが多かったと考えられます。これからは

いかに農協として販売力をつけて、価格に付加価

値をつけ明い生産をしていくか、ということが

大きな課題になってくるのかなと思っております。
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